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〈書評論文〉

グ ロ ー バ ル 化 の 中 の サ ッ カ ー

Franklin Foer,

 How Soccer Explains the World: 
An Unlikely Theory of Globalization.

(HarperCollins, 2004)

岩 谷 雄 介

は じめに

本書の中で著者が述べているように、サ ッカーはいまや世界でもっとも普及 したスポー

ツであ り、 また他のいかなる経済活動 よりグローバル化 されているようにす ら見える。そ

の点か ら経済や文化 を研究する上で重要な研究対象 となりつつあるが、現代サ ッカーの中

心地であるヨー ロッパや南米に比べて プロリーグの発足が遅れた日本では、国内のサ ッカ

ーの発展や地域性 に焦点 をあてた論文や図書 に比べて、 グローバ リゼー ションと地域性 と

の関連性 を含む ものはあ まりない。本書は 丁漉1艶 ωRepμ δZ`cの編集者のFranklinFoer

が世界各地での フィール ドワークで得 たインタビューによって、地域の文化や問題 とグロ

ーバ リゼー ションの関連性 を明 らかにすることを試みたものである。

グローバ リゼーションは、国民国家の枠組 みを超 えて政治的 ・文化的 ・経済的な次元で、

世界でただ一つの地球規模の システムへ と移行す る過程のことを指す幅広い意味 を持つ概

念であるが、本書の中では① サ ッカーという一つのスポーッがテレビや インターネッ トと

いったメディアを通 して世界に伝播 してい くこと、②経済の次元 において企業の多国籍化

が進んでい くこと、③ 人の移動が国際化 してい くこと、の三点の限定的な意味で用いられ

ている。本書ではグローバ リゼー ションがすでに存在 していたローカルな問題にどう作用

す るかを中心 に論 じてお り、ギデ ンズが指摘 しているような グローバルなもの とローカル

なものの対立 とい う構図は八章、九章、十章で論 じられている。

本稿では第一節で本書の概説 をし、第二節ではグローバ リゼー ションとサ ッカーに関す
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るローカルな対立 について、第三節ではサ ッカーと多国籍経済の接近について、第四節で

はグローバ リゼー ションと伝統について取 り上げる。

1本 書の構成

本書の構成は、まず序章の中でサ ッカーの現状 としてサ ッカー不毛の地 といわれたアメ

リカにおいても現在では衛星放送やケーブルテ レビによってヨーロッパサ ッカーや ラテ ン

アメリカのサ ッカーが観戦できること、 またピッチ上では選手の多国籍化が著 しいことが

述べ られ る。その後の一章から十章は大 きく三つに分けることがで きる。一章か ら四章で

はグローバ リゼーシ ョンとロー カルな対立の関係がサ ッカーを通 して描かれる。 このパー

トでは主 にフー リガンとよばれる過激なサ ッカーファンについて語 られる。五章か ら七章

まではサ ッカーとグローバル化 された経済との接近 につ いて述べ られる。八章か ら十章は、

グローバ ル化す るサ ッカーが昔 なが らの伝統 に果た している影響 について述べ られてい

る。

2グ ローバ リゼ ー シ ョン とサ ッカー に関す るロー カル な対 立

グローバ リゼーションが ときにローカルな対立 を増幅 させ る場合があるというのが著者

の主張である。一章では、 もともとはサ ッカーファンの集ま りであ り単なるフー リガ ンで

あった組織がユーゴスラビアの国家分裂の混乱のなかで民族浄化 を実施する部隊 として政

治的 ・軍事的 に機能 したということが述べ られる。二章ではスコ ットラン ドの例 を挙 げて

よ り文化的、経済的な側面か らロー カルな対立 とグローバ リゼーシ ョンの関係が論 じられ

ている。造船 などの グラスゴーの主な産業はカ トリック信者の労働者 を不当に扱 っていた

が、 グローバ ル化が進み、グラスゴーの産業界にアメリカや日本の資本が参入す ることで

そういった不公平が解消 されるようになった。 しか しそ うなってか らも両チームか ら対立

が なくなることはな く、む しろ激化 していったのは、その対立 自体を楽 しむポルノグラフ

ィー的快楽の対象 になっているか らである と著者 は指摘する。グローバ リゼー ションによ

って民族的対立や宗教的対立がゆるやかにな り、経済的格差が少なくなったグラスゴーで

は、均質化す るアイデ ンテ ィテ ィを区別する手段 としてサ ッカーの クラブチームが選択 さ

れ、対立の構造は維持 される。 また、純粋なスポー ツ的な対立 としてだけではな く、ファ

ン同士の対立そのもの も意識的に商品 として提供 され、経済的な効果を生んでいる。この

ように、セルティックとレンジャー ズの対立は、グローバル化が希薄に した歴史的 ・民族
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的なアイデンティテ ィを再確認するためのボ トムア ップ式の対立 と、経済的な側面から ト

ップダウン式に提供 される対立 とが融合 された、意識的で作為的 な対立であ ることが指摘

される。

一章 と二章 とは逆 に、グローバ リゼー ションによって ローカルな対立が緩和 されたかに

見える例を示 しているのが三章である。著者は三章の中でユ ダヤ人を中心 にヨーロッパで

生 きる周辺化 された人々とサ ッカーの関係 を描いている。グローバ リゼーシ ョンが進行す

るこ とによって人の移動が激 しくなり、 ヨーロッパ諸国はた くさんの移民を抱えることに

なった。 自国内に住 む異邦人はユ ダヤ人だけではなくなったため に、ユ ダヤ人に対す る憎

悪が異邦 人全体 に分散 したことが述べ られている。 また四章では、 クラブチーム自体が グ

ローバル経済のシステムに組み込 まれたことで、ローカルな対立が緩和 した事象を述べて

いる。 イングラ ンドで1989年 に起 きた、客席の収容人数以上 に入 ったファン95人 が窒息状

態になるとい う事件 を受けて、時のサ ッチ ャー政府はサ ッカース タジアムの整備や ビデオ

カメラの設置な どを各 クラブに要請 した。 これをきっかけにイングランドの クラブの経済

原理は一気 に変化する。多 くの クラブは株式 を公開す ることで巨額の資本を調達 した。そ

の資本でス タジアムを整備 し、高収入者 のための豪華 な席 を新設 した。放映権 をルパー

ト・マー ドックの衛星放送局に売却 し、莫大 な利益をあげるようにな り、快適になったス

タジアムには女性や子供の姿が見 られるようになる。警備 員の増員 と監視カメラの設置の

ためにフーリガ ンは騒 ぎを起こせな くなり、チケ ット代は上昇 した もののスタジアムは安

全な雰囲気を獲得 したと述べ られている。

一章はフー リガンに対す る、労働者階級で酔っぱ らい というような典型的なイメージを

否定する 目的を持っているため特殊だが、二章か ら四章にかけてはグローバ リゼー ション

によって地域あるいはクラブチーム 自体が経済的に繁栄 し、その結果もともと存在 してい

たローカルな対立が緩和 した り、あるいは消費の対象 に転化 したというケー スを好意的に

描いている。 しか し本書のなかで著者 も認めているように、 グローバリゼー ションはサ ッ

カーにおける黒人差別 を一般的なものにした。現在の トップレベ ルのサ ッカー界 において

黒人選手は不可欠な要素であ り、ほ とんどのチームに少な くともひとりは在籍 していると

いえるぐらい一般的 な存在である。 エ トオ、 ドログバ、アデバ ヨールなどスター選手 も多

く存在す る。 それに比べ ればユ ダヤ人 またはユ ダヤ系の選手が現代サ ッカーに与えている

影響は大 きくない。 グローバ リゼーシ ョンによってユ ダヤ人差別が緩和 した ことそれ 自体

は非常に評価で きるだろうが、それと同時 に起 こっている問題 を含めて現在のサ ッカー界

を考えた場合、その変化全体 を改善 と言うことには強い抵抗を感 じる。 また、スタジアム

環境の整備によって安全性が増 し、女性や子供 の観戦が容易になったということはたしか
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に進歩だ。だが同時にチケ ットが高価 になって しまった。著者は50ド ルのチ ケッ ト代 は誰

にとって も手が出ないほ どではない と述べ ている。一試合の観戦 ならば誰にとって も手が

出る価格 だろ う。 しか し昔 なが らの労働者階級 のサ ッカーファンが、毎週末 スタジアムに

通い詰めることが難 しくなって きているということは無視できない事実である。

3サ ッカーと多国籍経済の接近

本書の中で も述べ られているが、サ ッカーは今や投資の対象である。多 くの クラブがス

ポーツ株式会社制度をと り、国内外を問わず資本を集めている。 もっ ともその特徴が顕著

なのが イングランドのプレミア リーグで、ユ ダヤ系 ロシア人富豪の ロマン ・アブラモビ ッ

チがチ ェルシーを買収 したのは記憶に新 しい。さ らに最近ではマ ンチェス ター ・シテ ィと

い うクラブが タイの タクシン元首相 によって買収 され、その後UAEの 投資グループであ

るADUGに 買収 されている。そのチェルシーやマ ンチェスター ・シティも含めて、1990

年代か らプレミアリーグの各チームは 「儲か る」体制 を築いて きた。放映権 をテレビ局 に

売 り、ス タジアムを新 しく快適な空間にした上でチケ ットの値段 を上 げ、逆 にフー リガン

のイメージを商品化 したグ ッズを売った。そ ういった体制はオーナーの私腹 を肥やすため

とい うよりはむ しろ、 クラブをよ り強 くす るか、存続 させるために とられた体制であっ

た。

リーグ戦やチャンピオンズリーグに勝つ ためには多 くの トップクラスの選手が不可欠だ

が、ブラジルやヨーロ ッパやアフリカの トップ クラスの選手を獲得するには多 くの資金が

必要であ る。優勝 を狙 えるクラブはで きるだけ優秀な選手をか き集め、賞金を得 てユニフ

ォームを売 り、チ ャンピオ ンズリーグでの放映権料 を得、シーズ ンチケ ットを売 り、その

お金でまた選手を買 うとい うサ イクルを繰 り返す。そ うではないクラブ、つ ま りヨーロ ッ

パの トップ リーグで優勝が狙 えないチームやマイナーなリーグのクラブは、将来性はある

が ヨーロッパでの実績が未知数である若い選手をアフリカや南米か ら買い、育成 して トッ

プレベルのチームに売 って利益 を得る とい うサイクルを築いていることが本書のなかで示

されている。ここか ら、資金のあるヨー ロッパのクラブが選手や監督 といった人材 を南米

やアフリカを中心 とした ヨー ロッパ以外の地域 から買 って くるとい う手法に変化 はない と

い う構図が浮かび上が る。た しかに、グローバ リゼーシ ョンによってスカウ ト網 は全世界

的に広が り、注 目されてこなかったアジアやオセアニアの選手が ヨーロッパ に移籍す る機

会は増 えた。 ヨーロ ッパの クラブに在籍する外国人の総数自体 も増加 している。 しか し、

買うのは ヨーロッパの国のクラブであ り、買われるのは ヨー ロッパ以外の国の選手である
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という構図は変わっていない。

資金面で圧倒的にヨーロッパが先ん じてい る現在では、その帝国主義的 ともいえる構図

は補 強され逆転が不可能な地点にまで達 しているといえる。 ヨーロッパの クラブチーム王

者 と南米のクラブチーム王者が対戦す る トヨタカップにおいて、ブラジルの中心選手であ

ったジーコは1981年 に南米代表の フラメンゴの選手 として ヨー ロッパ代表の リバプールと

対戦 し勝利 を収めているが、現在のサ ッカー界ではブラジルの中心選手が ヨー ロッパの ト

ップ リーグに所属 していないというケースはほぼ考え られない。さらに、本書では触れら

れていないが、南米や アフリカか らヨーロッパのクラブに移籍 して くる選手は大人の選手

ばか りではない。ヨーロ ッパの クラブの下部組織には、十代前半のころか ら親元を離れて、

あるいは親 ともどもヨーロッパに移住 して きた選手がた くさんいる。 ヨーロッパのクラブ

の オーナーや資本は世界中か ら集 まるようにな り、試合 は全世界的に放送 されているに も

かかわらず、実際のプ レーに関わる人的資源 を他 の地域か ら買 うとい う手法は変わること

がな く、 よい選手 を買 うことで勝つ ことを目指せ るクラブは常に ヨーロ ッパの一握 りのク

ラブしかないといういびつさを、サ ッカーにおけるグローバ リゼーションは内包 している

のである。

4グ ローバ リゼ ー シ ョン と伝統

二章 においてセルティックとレンジャーズのフ ァンは、グローバ リゼー ションによって

希薄になった宗教的あるいは文化的アイデ ンティティを再確認するためにサ ッカークラブ

を意識的に利用 していると指摘 されている。 このようにグローバ リゼーシ ョンが伝統の補

強として作用する場合 もあるが、多 くの場合 グローバ リゼーシ ョンはロー カルな伝統に変

化 を迫 ると著者は述べている。その変化は四章では、チ ェルシーの昔からのファンにとっ

ては愛すべ き労働者階級的な雰囲気を持 った伝統 を破壊するもの として、 また九章で述べ

られるイランの女性 たちにとって は自分たちをイスラム文明か ら解放 して くれる近代化の

象徴 として とらえられている。十章でのアメリカはその二つの感情 を併せ持つ国として描

かれている。中産階級の家庭にとってサ ッカーは子供の情緒教育 に役立つ新 しいスポーツ

として期待 されていた。

アメリカンフッ トボールの ように暴力的ではな く、野球の ように過度のス トレスを受け

ることがな く、バスケッ トボールのようにス ラム街のイメー ジを持っていることもなかっ

たか らである。サ ッカーは子供の 自尊心 を促進 し、過度の競争 を防 ぎ、人生の試練 につい

ての よい教科書になって くれる習い事 としてポジテ ィブに受け止め られていた。 しか し同
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時 に、サ ッカーにおいてはメキ シコに次 ぐナンバー ・ツーの地域大国に過 ぎないアメリカ

は、経済や軍事においては世界唯一の超大国であることのプライ ドか ら、南米やヨーロ ッ

パ といった他の地域大国が作 るサ ッカーの世界 システムへ組み込まれることへのアレルギ

ーも併せ持 っていた。

さらにアメリカの場合、その歴史の短 さから先祖か ら伝統的に伝わって くる文化が少 な

い。その少ない伝統のひとつである野球 も、世界を対象に したマーケティングを怠って き

たためにサ ッカーにとって変わ られつつある。このサ ッカーによる浸食は、 アメリカもグ

ローバ リゼーションの作用の対象であることの証明であると著者 は指摘する。マク ドナル

ドやナイキ といった多国籍企業はアメリカから生 まれたものが多 いため、アメリカは しば

しば グローバ リゼー ション批判において、金 と覇権のために他文化を破壊す るとして悪者

の立場に立たされる。

しか し実際の ところは、多国籍企業はアメリカの文化 を代表 しているわけではない と著

者は述べている。ナ イキやバ ドワイザーがサ ッカーのキャンペー ンを張ったように、アメ

リカ発の多国籍企業がアメリカの文化を変化 させ るこ ともあるし、サ ッカーに代表 され る

ようなアメリカ発ではないグローバルな文化が、アメ リカ発の多国籍企業が アメリカ以外

の国を浸食するのと同 じ文法でアメリカ文化 を浸食 して きたと著者は指摘す る。 ここで指

摘 してお きたいのは次の ことである。十章まではグローバ リゼーションが文化を破壊する

という面 よりも文化 に改善をもたらしているという面 を重視 して著者 は論 じて きた。 しか

し、十章に限ってはグローバ リゼーシ ョンは戦 いの対象であると述べてお り、サ ッカーが

アメ リカの文化にもたらした改善点を述べていないのである。 この点 はいかに も自己弁護

的であ り、公平性 を欠いている と言わざるを得ない。

おわりに

以上の ように、本書はサ ッカーとそれを取 りま く環境 との関係 をグローバ リゼー ション

とい う観点か らみ るものであったが、グローバリゼーションが既存の文化や対立構造につ

いて どの ように作用 して きたかを描写するにとどまり、これか ら先にどのように作用 して

い くかとい う可能性 を明確 に示す ものではない。またサ ッカー と多国籍経済 との接近は、

優 秀な外 国人選手の輸入によるチーム強化 による自国選手のスカッ ドか らの排除、その結

果 として経験 が不足 した 自国選手で構成 されるナショナルチームが弱体化する可能性につ

いての言及もなされるべ きではなかったか。 また、少 々エピソー ドが多す ぎる きらいがあ

り、各エ ピソー ド間のつなが りも明示 されないため、理論的な展開が進まず明確な主張が
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なされないまま終わって しまう章が多かった。

何よ りも本書の最大の問題点は著者の グローバリゼー ションに対す る過度 とも言える楽

観主義的な姿勢である。著者は序章の中で グローバ リゼーシ ョンはサ ッカーを改善す ると

言い切 っている。 また四章では グローバ リゼー ションによって変化 を迫 られた り、衰退 し

てい くような文化は確かにある と認めつつ も、その ようなかつての文化に含 まれていた問

題点を考慮 に入れず、美点のみを懐か しむのは、存在 しなかったものへのノス タルジーに

過 ぎない と批判す る。た しかにグローバ リゼー ションはス タジアムか らフー リガンを駆逐

し、サ ッカーを女性や子供 も楽 しめるエ ンターテインメン トにし、より普遍的なものに し、

より豊かなものにした。

しか しサ ッカーというスポー ッとそれをとりまく文化は、もともときわめて ローカルな

次元に根付いていた ものである。祖父の代か ら地元チームのフ ァンであ る家系に生まれ、

洗礼を受けるよりも先 にフ ァンクラブに加 入するようなファンもいれば、グローバ リゼー

ションの恩恵を受けて、衛星放送される試合 を通 じて ヨーロ ッパの クラブを応援するよう

になった ヨー ロッパ以外の地域に住むファンもいる。 そのふたつの ファン ・コ ミュニティ

は質的に異なる ものだ。前者が土着的で、近代 システムのなかに埋め込 まれた存在であ る

のに対 して、後者 は同一のサ ッカーチームを応援する とい うコ ミュニケー ションを根拠 と

した動的なコミュニテ ィであると言える。

バウマ ンが 「クローク型共同体」 と呼んだ後者の ようなコ ミュニテ ィは、サ ッカーの試

合 という意図的に設置 された非 日常の出来事 を一時的に消費することが紐帯の根拠 となる

(Bauman2000)。 そ ういった新 しい タイプのファンに対する従来の タイプのファン、つ ま

り土着的なファンの反応は必ず しも協力的な ものばか りではない。アメリカ人であ り、衛

星放送によって試合観戦のチャンスを得た典型的 「クローク型共同体」の一員であった著

者 は、土着的なフ ァンへのイ ンタビューの際に、質の異 なるファン間の摩擦 に触 れる機会

があったにもかかわ らず本書では触れ られていない。 また、グローバ リゼーシ ョンによる

摩擦が起 きるのはファンの間だけではない。 イングランドの代表的なクラブであるマ ンチ

ェスター ・ユナイテ ッ ドがア メリカ人オーナーの グレイザーに買収 された際 には、「サ ッ

カーのわか らないア メリカ人に買収 されるなんて」 と、 ファンが強い反発感 を示 した。同

じくイングラン ドの クラブである リバプールに至っては、地元 リバプール大学の教授 を中

心 とした一派がファンの募金でアメリカ人オーナーの ヒックスとジレッ トか らクラブを買

い戻そうという動 きが起 きている。そ ういった グローバ リゼー ションによって新 たに引 き

起 こされた摩擦や地域密 着型のクラブへの回帰 とい う動 きを考慮せず に、グローバ リゼー

シ ョンへの反発 はノスタルジックな理想論である と否定 した著者の主張 には違和感 を覚 え
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た。

しか しそ ういった批判点があるか らといって、幅広い人脈 を活用 した、密度が濃 く生 々

しい インタビューはその価値 を失 うわけではない。本書が、アメリカ的な要素が希薄 とい

う点で特殊 だが、全世界 に共有 されているという点で普遍的なサ ッカーという多国籍文化

を媒介にし、 グローバルな もの とローカルな もののつなが りを説明 しようとした試み とし

て評価で きるということに変わ りはないのではないだろ うか。
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